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	研究テーマ:よりパーソナライズ化された不完全なAIアシスタントの実現
1、 はじめに
ストレス社会、監視社会、高度情報社会、などと叫ばれて久しい今日において社会に圧迫感を感じている人が多いと思われます。今世紀はシステムによる合理性を求めることによりテクノロジーが発達し便利な世の中になってきましたが、その弊害により社会との断絶や孤立が生じております。人間は本来社会的な動物であり利他主義に基づいて相互に協力してきました。しかし、現在は欲に走る利己主義が蔓延しているように感じます。その原因の一つとして、多くの人が毎日接している完璧なロボットにあると思われます。完璧なロボットは人間とは違い間違いを犯さないため助けは入らず、そこに介入の余地はありません。
2、研究テーマについて
私は、日頃よりAIスピーカーやスマートフォンのAIアシスタントを活用しておりますがコミュニケーションは単一的で会話も一方向的になりがちです。このような完璧なAIは人の生活には欠かせませんが、一方で子供や高齢者などには特に不完全なロボットの方がより良い前向きな作用を及ぼすのではないかと考えています。
3、研究内容
①ユーザリサーチにおけるニーズ特定②サンプル会話の選定③自然言語対話ツールを使用しプロトタイプを作成④ユーザ評価を受け改善を一連の流れとして研究を行っていきます。自然言語対話ツールとしてDialogflowを使用します。Google HomeやGoogle Assistantとの連携ができることGoogleの膨大な情報リソースがあるため今後さらに精度向上が期待できるためです。Dialogflowのプロトタイプを作る上でIntent、Entity、Fulfillntentの開発工程に沿います。
4、JAISTへの抱負
貴校の恵まれた環境に甘んじず、自ら積極的に行動し問題解決できるよう成長し、社会に貢献できるような高度人材になります。また、上記研究においても成果を上げ、自己成長をを続けていきたいと考えております。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　 
       注１　外国人留学生は氏名を英字で記入すること。
注２　文中に出身大学名、出身大学の指導教員名、勤務先名は記入しないこと。
　　       　裏面の使用及び補足資料の添付不可。
注３　課題のタイトルを変更しないこと。

北陸先端科学技術大学院大学先端科学技術研究科先端科学技術専攻
